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松本 竣介

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
欄
を
お
借
り
し
て
、
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
大
川
美
術
館
で
は
、
一
月
十

四
日（
土
）よ
り
、
企
画
展
「
松
本
竣
介

デ
ッ
サ
ン
50
」
を
開
催
し
ま
す
。（
会
期
：

三
月
十
二
日（
日
）ま
で
）

　
松
本
竣
介
（
一
九
一
二

-
一
九
四
八
）

は
、
当
美
術
館
の
創
設
者
で
、
初
代
館

長
大
川
栄
二
（
一
九
二
四

-

二
〇
〇
八
）

が
最
も
敬
慕
し
た
画
家
で
あ
り
、
そ
の

作
品
が
美
術
品
収
集
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
す
で
に

当
美
術
館
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
松
本

竣
介
の
没
後
七
〇
年
記
念
と
開
館
三
〇

周
年
を
迎
え
る
の
に
あ
わ
せ
て
、「
竣
介

の
ア
ト
リ
エ
再
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
ご
遺
族
の
も
と
で
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
た
ア
ト
リ
エ
に
あ
っ
た
画
材
、

書
籍
、
置
物
、
什
器
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
拝
借
し
、
館
内
に
当
時
の
ア
ト

リ
エ
を
再
現
し
た
展
示
を
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
展
示
の
実
現
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
二
〇
一
八

年
十
月
か
ら
翌
年
十
月
に
か
け
て
、
四

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
る
松
本
竣
介
展
を

開
催
し
ま
し
た
。「
ア
ト
リ
エ
の
時
間
」

（
二
〇
一
八
年
十
月
）、「
読
書
の
時
間
」

（
二
〇
一
九
年
一
月
）、「
子
ど
も
の
時
間
」

（
二
〇
一
九
年
四
月
）、「
街
歩
き
の
時
間
」

（
二
〇
一
九
年
十
月
）
と
題
し
た
展
覧
会

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
松
本
竣
介
の
創
作

と
生
活
を
、
作
品
と
ア
ト
リ
エ
か
ら
の

視
点
で
見
直
し
た
試
み
で
し
た
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、
こ
れ
ら
の
展
覧

会
の
シ
リ
ー
ズ
を
継
ぐ
も
の
で
、
短
い

生
涯
の
間
に
精
力
的
に
描
き
つ
づ
け
た

多
数
の
デ
ッ
サ
ン
の
な
か
か
ら
五
〇
点

を
精
選
し
、
そ
れ
に
関
連
し
た
油
彩
画

十
七
点
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
し
た
。

松
本
竣
介
は
、「
只
の
線
は
一
切
の
も
の

を
現
は
す
の
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
が
、

デ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
関
心

と
深
い
見
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
彩
な
モ
チ
ー
フ
を

描
き
な
が
ら
、
一
本
の
線
に
こ
め
た
画

家
の
精
神
と
思
考
に
思
い
を
よ
せ
、「
ア

ト
リ
エ
の
再
見
」
展
示
と
と
も
に
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）
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令
和
四
年
度 

納
税
表
彰
式

令
和
四
年
度 

群
馬
県
税
務
功
労
者
表
彰
式

税
を
考
え
る
週
間
協
賛
事
業

「
ど
う
な
る
ニ
ッ
ポ
ン
〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
下
で

  

弱
肉
強
食
化
す
る
欧
米
と
中
国
」
語
る

　
税
の
意
義
や
役
割
な
ど
を
正
し
く
理

解
し
、
納
税
意
義
の
向
上
に
向
け
て
取

り
組
む
「
税
を
考
え
る
週
間
」（
毎
年

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
）
行
事
の

一
環
と
し
て
桐
生
法
人
会
は
十
一
月
二

十
一
日
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小

西
克
哉
氏
に
よ
る
講
演
会
を
桐
生
商
工

会
議
所
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
小
西
氏
は
一
九
五
四
年
大
阪
府
生
ま

れ
、
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
フ

ラ
ン
ス
語
学
科
を
卒
業
。
英
語
の
会
議

通
訳
・
同
時
通
訳
を
務
め
る
。
国
際

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
特
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
関
す
る
知
識
に
長
て
い

る
。
東
京
外
国
語
大
学
講
師
、
亜
細
亜

大
学
国
際
関
係
学
部
客
員
教
授
を
経
て

現
在
は
国
際
教
養
大
学
客
員
教
授
。

　
小
西
さ
ん
は
一
九
八
四
年
、
テ
レ
ビ

朝
日
「
Ｃ
Ｎ
Ｎ
デ
イ
ウ
オ
ッ
チ
」
の
司

会
者
と
し
て
注
目
さ
れ
、
同
局
「
サ
ン

デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
初
代
司
会
者

を
務
め
た
。
堪
能
な
英
語
を
生
か
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
放
送
メ
デ
ィ
ア
で
通
訳
、

翻
訳
を
担
当
。
湾
岸
戦
争
時
に
は
Ｃ
Ｎ

Ｎ
同
時
通
訳
チ
ー
ム
を
主
導
し
た
。

　
講
演
は
、
想
定
外
の
大
接
戦
と
な
っ

た
米
中
間
選
挙
を
振
り
返
り
、
与
党
民

主
党
の
得
票
が
伸
び
た
こ
と
に
つ
い
て

「
前
大
統
領
が
発
信
し
始
め
た
こ
と
が

要
因
」
と
指
摘
し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

関
し
て
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
拡
大
を

懸
念
し
て
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
令
和
四
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
十
一

月
十
一
日
（
金
）
桐
生
商
工
会
議
所
会

館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
納
税
表
彰
は
、
税
務
行
政
に
功
績
の

あ
っ
た
関
係
団
体
の
役
員
等
の
功
労
表

彰
で
、
当
桐
生
法
人
会
関
係
で
は
会
長

の
津
久
井
真
澄
氏
が
関
東
信
越
国
税
局

長
納
税
表
彰
を
受
賞
。
ま
た
、
理
事

福
田
雅
之
氏
が
桐
生
税
務
署
表
彰
、

副
会
長
山
藤
浩
一
氏
が
桐
生
行
政
県
税

事
務
所
長
表
彰
を
受
章
。

　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

の
入
選
者
表
彰
も
行
わ
れ
関
東
信
越
国

税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

並
び
に
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

に
対
し
て
関
東
信
越
税
務
連
絡
協
議
会

長
賞
が
受
賞
さ
れ
た
。

　
令
和
四
年
度
群
馬
県
税
務
功
労
者
表

彰
式
が
八
月
二
日
（
火
）
群
馬
会
館
二

階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
当
表
彰
は
、
税
務
関
係
団
体
の
役
員

等
で
、
納
税
思
想
の
啓
発
、
県
税
の
申

告
指
導
及
び
納
税
の
促
進
に
積
極
的
に

協
力
し
特
に
功
績
の
あ
っ
た
関
係
団
体

の
役
員
等
の
表
彰
で
、
当
桐
生
法
人
会

関
係
で
は
、
副
会
長
の
木
村
茂
光
氏
が

受
章
し
た
。

木村 茂光氏

福田 雅之氏

津久井 真澄氏山藤 浩一氏

小西  克哉氏

特
別
講
演
会

税務功労者表彰式（群馬会館）
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女
性
部
会

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

令
和
五
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　九
月
二
十
二
日
開
催
の
全
国
法
人
会

総
連
合
理
事
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た

令
和
五
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

書
を
去
る
十
二
月
十
二
日
に
津
久
井
会

長
、
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
、
荒
木
桐

生
市
長
、
須
藤
み
ど
り
市
長
、
並
び
に

北
川
桐
生
市
議
会
議
長
、
古
田
島
和
茂

市
議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　提
言
内
容
は
、

一
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と
財

政
健
全
化
を
目
指
し
、
税
財
政
改
革
の

実
現
を
！

　

二
、
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・

効
率
化
で
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
！

三
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
中

小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
を
！

四
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は

重
要
な
課
題
。
本
格
的
な
事
業
承
継
税

制
の
創
設
を
！
を
令
和
五
年
度
税
制
改

正
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。　な

お
提
言
書
の
詳
細
は
桐
生
法
人
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
欄
く
だ
さ
い
。

税制改正提言書提出

令
和
五
年
度

荒木市長に寄付金を手渡す
津久井会長

一般イン優勝　前原 直之氏シニア・女子イン優勝　渡邊 幸男氏

一般アウト優勝　津久井真澄氏シニア・女子アウト優勝　腰塚 富夫氏

　十
月
十
五
日（
土
）桐
生
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
第
十
三
回
桐
生
法
人

会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

た
。
今
回
の
参
加
者
で
四
十
二
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　例
年
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
終
了
後
に
表

彰
式
並
び
に
懇
親
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
も
昨
年
に
続
い
て
特

別
ル
ー
ル
で
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
と
し
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
に
て
賞
品
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。

　成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
一
般
男
子
（
六
十
四
歳
ま
で
）

イ
ン
コ
ー
ス
優
勝

　前
原
直
之

　

準
優
勝

　瀧
波
勇
一

第
三
位

　早
瀬

　達

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
優
勝

　津
久
井
真
澄

準
優
勝

　須
永
博
之

第
三
位

　近
藤
雄
一
郎

◇
シ
ニ
ア
・
女
子
（
六
十
五
歳
以
上

　男
子
・
女
子
）

イ
ン
コ
ー
ス
優
勝

　渡
邊
幸
男

準
優
勝

　吉
田
由
美
子

第
三
位

　市
川
導
宏

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
優
勝

　腰
塚
富
夫

準
優
勝

　後
藤
正
次
朗

第
三
位

　藤
生
五
郎

　尚
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

参
加
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

募
金
を
桐
生
市
地
区
赤
十
字
有
功
会

に
災
害
支
援
金
十
万
円
を
手
渡
し
ま

し
た
。

   

第
十
三
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

   

第
十
三
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

税制改正提言書提出
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新入会員紹介
（ 令和 4 . 1 . 1～令和 4 .11. 1 ） （順不同・敬称略）

企 業 名 住　　所代 表 者

桐生ものづくり協同組合

㈱アイヒューマン

看板オオガ

(合同)東宮建設

㈲石原工房

冨田製作所

㈱池田製作所

㈱オリエンタライズ

ベスパ㈱

㈲トータルクリーンズ

㈱サンケイ

㈱一秀

㈲粕川土建

群馬重機工業㈱

㈱コーリン

㈱群馬丸魚

㈲富沢電気商会

㈾ワインフード ハセガワ

㈲ねむの家

㈲大越工業所

㈱山幸

㈱ﾘｮｳﾓｳｸﾘｴｲﾃｨﾌ ﾌ゙ ﾛ゚ﾀ゙ ｸﾂ

㈲新光自販

㈲赤石工業

㈱キムラ

㈱宇田

関口プロパン㈲

㈱シンエイサービス

㈱MADE　FROM

桐生市永楽町6-6

桐生市相生町2-1048-6

桐生市東6-6-64

みどり市大間々町桐原798-1

みどり市笠懸町鹿3603-1

桐生市新里町小林310-1

桐生市新里町新川544-2

桐生市広沢町6-395-6

伊勢崎市堀下町1393

桐生市菱町2-1842-1

桐生市広沢町1-2913

桐生市新里町新川478-1

桐生市黒保根町宿廻348

桐生市堤町3-5-25

桐生市相生町1-191-1

伊勢崎市八寸町5361

桐生市境野町3-2126-1

桐生市宮本町1-7-25

みどり市大間々町大間々15-3

桐生市相生町2-792

桐生市相生町1-15

桐生市相生町1-379-9

みどり市笠懸町鹿4294-5

みどり市笠懸町鹿2451-2

みどり市笠懸町鹿419-2

桐生市菱町4-2196-2

桐生市稲荷町3-35

桐生市三吉町1-1-18

桐生市相生町1-157-1

岡部  利明

石井　孝典

大賀　　務

東宮　潤住

石原　孝幸

冨田浩一郎

池田　裕作

堀切　勇司

蜂須みどり

大木　　剛

庭野  千博

坂本　龍一

粕川　貴之

前原　剛一

高木　文男

中里　　裕

富澤　　剛

長谷川真弓

小川　浩司

大越　孝成

内山　賢一

岩澤　朱美

鈴木　弘史

赤石　和彦

木村　良行

宇田　智明

関口　茂樹

新井　純雄

星野　智昭

　女
性
部
会
で
は
、
十
月
七
日
に
東
京

方
面
へ
の
視
察
研
修
会
を
松
島
部
会
長

他
二
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　桐
生
地
場
産
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

東
京
帝
国
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
に
に
よ
る
昼
食
を
堪
能
し
て
劇
団
四

季
四
季
劇
場
に
移
動
し
「
ア
ラ
ジ
ン
」

を
観
劇
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
以
来
の

東
京
方
面
視
察
に
部
会
員
一
同
が
一
日

を
通
し
て
意
義
の
あ
る
視
察
研
修
会
と

な
り
、
部
会
員
の
親
睦
を
深
め
つ
つ

帰
桐
し
ま
し
た
。

女
性
部
会 

視
察
研
修
会

企 業 名 住　　所代 表 者

㈱キーポイント

㈲荒井家具製作所

㈱ヴィテージクラフト

㈱深澤総合設備

㈱D－interior

㈱桐生住宅設備

隆伸工業㈱

㈱F-connection

豊電機㈲

㈱STEM

(合同)Mｉ

マチヤケミカル㈱

㈱ノッティングヒル

㈱藤生材木店

㈱ボン・シャタ

㈱OOHATA

㈲タデヌマ工業

㈱スリーズ

㈲フロンティア

㈲稲山

(社福)咲福祉会

㈱健仁

ニッショウ工業㈱

㈱小暮機械製作所

㈲大沢精工

㈱大木建設

㈱服飾工房　いと

㈱Ｇｒａｎｄ－Ｌｏｖｅ

㈱エムケイ

(合同)２nd

太田市大原町1202-14

桐生市東6-6-44

桐生市末広町6-29

桐生市相生町5-669-17

桐生市新里町新川3918-5

桐生市相生町2-204

みどり市大間々町大間々31-13

みどり市大間々町浅原1213-3

桐生市相生町4-20-2

桐生市本町5-363-3

桐生市梅田町4-28-2

桐生市天神町2-13-16

桐生市本町2-8-26

桐生市梅田町4-33

桐生市川内町3-221-11

桐生市川内町5-1899

桐生市川内町1-164-5

みどり市笠懸町阿左美3249-1

みどり市笠懸町鹿635-3

桐生市梅田町1-536-5

みどり市笠懸町阿左美1911-43

桐生市新里町新川1212-14

桐生市広沢町6-1006

桐生市広沢町5-1407-14

桐生市広沢町5-1778-6

桐生市境野町7-54

桐生市境野町6-407-1

桐生市新里町新川584-3

みどり市笠懸町阿左美1381-13

みどり市笠懸町阿左美895

関根　信夫

荒井　良男

井口　　貢

深澤貴世志

角田　大典

奥村　宏紀

渡邊　隆寛

福田　健治

吉田　勇次

阿久澤　毅

窪田　　樹

村田　守宏

荒木　重雄

藤生　利道

尾崎　直太

大畑　圭治

蓼沼　勝徳

須田　雄三

金子　定信

稲山　和彦

松島　　肇

仁平　貴志

齋藤　圭介

小暮　正志

大澤　隼介

大木　正喜

佐久間孝幸

青木　貴子

桑子　智久

岡野　琢磨

(一社)日本和牛赤身肉
　　  ダイエット健康普及協会

根岸　拓哉 伊勢崎市国定町1-1020

視察研修会
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十
一
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
沖
縄

県
沖
縄
市
で
第
三
十
六
回
法
人
会
全
国

青
年
の
集
い
沖
縄
大
会
が
「
部
会
員
増

強
と
会
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
。
当
青
年
部
会
か
ら
は
西
村
部

会
長
他
九
名
が
参
加
。

　
一
日
目
に
開
催
さ
れ
た
租
税
教
育
活

動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
各
局
連

代
表
十
二
法
人
会
の
青
年
部
会
か
ら
発

表
し
、
続
い
て
健
康
経
営
大
賞
と
し
て

四
法
人
会
と
五
企
業
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
が

あ
り
、
今
後
の
青
年
部
活
動
が
発
展
し

て
行
く
為
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
二
日
目
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

部
会
員
増
強
と
会
の
活
性
化
を
テ
ー
マ

に
、
部
会
活
性
化
の
た
め
に
は
会
員
増

強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
部
会

員
増
強
だ
け
で
は
会
の
活
性
化
に
な
る

と
は
限
ら
な
い
。
部
会
員
増
強
と
部
会

の
活
性
化
を
ど
の
様
に
取
り
組
み
、
成

功
さ
せ
た
か
？
多
く
の
単
会
が
抱
え
て

い
る
課
題
に
対
し
て
、
各
地
で
取
組
ん

で
い
る
事
例
を
も
と
に
明
日
か
ら
の
部

会
活
動
に
活
か
せ
る
か
が
協
議
さ
れ
た
。

　
大
会
二
日
目
の
午
後
か
ら
記
念
講
演

を
開
催
。
講
師
に
は
健
康
経
営
学
が
専

門
の
千
葉
大
学
医
学
部
付
属
病
院
特
任

教
授
の
吉
村
健
佑
氏
が
「
財
政
健
全
化

に
つ
な
が
る
！
健
康
経
営
の
実
装
と
実

践
」
を
テ
ー
マ
に
青
年
部
会
員
と
し
て

地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
未
来
を
動
か
す

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
く
、
前
向
き
な
思

考
力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

　
大
会
式
典
会
場
の
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
に

は
全
国
か
ら
二
、〇
〇
〇
名
の
青
年
部

会
員
が
集
い
、
大
会
式
典
で
は
主
催
者

挨
拶
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
前
日
の
「
租

税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
発
表
・
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に

大
会
実
行
委
員
長
が「
沖
縄
大
会
宣
言
」

を
読
み
上
げ
、
次
回
開
催
地
山
形
県
の

大
会
会
長
に
大
会
旗
を
伝
達
、
山
形
県

の
Ｐ
Ｒ
・
紹
介
を
し
て
盛
会
裡
に
閉
会
。

第
三
十
六
回  

全
国
青
年
の
集
い（
沖
縄
大
会
）

第
三
十
六
回  

全
国
青
年
の
集
い（
沖
縄
大
会
）全国青年の集い沖縄大会
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→

生み出すのは「夢」と「感動」 

 
製品企画設計から金型製作・樹脂成型・製品組立まで一貫生産可能！ 

桐生市新里町新川１８０７－３
 ＴＥＬ：０２７７－７４－４１７７ 

ISO9001・ISO14001認証取得

株式会社 三景
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群馬支社/

TEL 027-223-5260
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TEL 027-223-5771


